
牡 ・ 黒鹿 購買時 536 万円（税込） 　　・ 　　・

月　日 検査項目 実施日 LH DDSP PLH AE ELE

０６年 10月4日 0 0 1 0 1
入きゅう時    

156.0 161.0 11月29日

175.0 179.0

20.1 20.6

478 516 馬装具 検査項目 検査内容 実施日 検査肢

装　蹄 定期検査① 10月8日 両前肢

その他 定期検査② 3月4日 両前肢

月日 3/18 3/19 3/21 3/22 3/23 3/24 化骨評価 C

駈歩（m） 3000 2000 2000 3000 2000 2500 (検査時： 23か月齢)

タイム 17.4-15.0 15.3-13.5

月日 3/25 3/26 3/28 3/29 3/30 3/31 種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）
本部でやります

駈歩（m） 2000 3000 1000 1500 2000 2000 前肢 0 　/　 1 0 　/　 0

タイム 15.9-15.1 13.6-12.7 後肢 0 　/　 0 0 　/　 0

月日 4/1 4/2 4/4 4/5 4/6 4/7

駈歩（m） 2500 2000 2000 2500 2000 2500

タイム   

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3000 2000 2000 3000 2000 2000

タイム 17.5-14.6  16.6-15.4

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

　　育成場からのコメント

両飛節の術後経過は順調。当初は自我の強さをみせていたが、ブレーキング後は人をリーダーと認
め、手の内に入った。特に良化の目立つ1頭で、筋肉の使い方は柔らかく、大きなストライドでリズムの
よいフットワークを見せる。

目標クリアゲート

屈腱

（エコー）

異常なし

異常なし

特記事項

2007JRAブリーズアップセール　4月23日（月）　阪神競馬場にて開催

写真　貼付

宮崎育成牧場

ペニシリンアレルギー悪　癖

  胸　囲

  管　囲

  体　重

馴致開始

測　尺 

  体　高

最近の調教概況

10月末日　→　4月11日

47  ケイウンクィーンの０５ 　父　タヤスツヨシ

病　　　　　歴

06年10月18日

入きゅう

評価

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

06年9月7日

陳旧性左第３指骨々折を確認（Ｘ線写真あり）

両飛節ＯＣＤ摘出術を実施（Ｘ線写真あり）

特記事項

体重の推移
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